
1月号
2020 No. 267

広報

主な内容
02	 　特集 1　村長　新年のあいさつ
03-05	　特集 2 　新年のイベント    
06-08 　シマの話題
09-13      コラム、お知らせ
14-15      大和村長のフォトダイアリー、島の宝、ほか
16            イベント開催のお知らせ

未来をひらく、２０２０！



2020 念頭のあいさつ

　

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
令
和
２
年
の

新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
最
初
の
元
旦
を
迎
え
る
今
年
は
、
子
ね
ず
み

年

で
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ね
ず
み

年
生
ま
れ
の
方
の
特
性
と

し
て
は
、「
素
直
で
正
直
者
」、「
人
付
き
合
い
が

良
く
働
き
者
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま

た
子
ね
ず
み

年
の
特
徴
と
し
て
、「
繁
栄
」
を
意
味
す
る

事
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
年
が
、
ご
家
族
に
と
っ
て
、
益
々
の
「
繁
栄
」

が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、
実
り
あ
る
一
年
と
な
り

ま
す
事
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

さ
て
、
昨
年
は
、
全
国
的
に
１
月
の
熊
本
地

方
の
地
震
に
始
ま
り
、
５
月
に
は
九
州
南
部
、

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
九
州
北
部
地
方
や

西
日
本
を
お
そ
っ
た
大
雨
や
連
続
し
て
日
本
に

襲
来
し
た
台
風
な
ど
「
災
害
」
の
多
い
年
で
あ
り
、

大
自
然
の
驚
異
を
改
め
て
思
い
知
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、５
月
に
は
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
と
元
号
が
変
わ
り
、新
た
な
時
代
を
迎
え
、

奄
美
群
島
に
お
き
ま
し
て
も
、
延
期
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北

部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
年
頭
に
当
た
り
、
村
政
の
主
な

基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
で

あ
り
ま
す
。
各
事
業
の
効
果
な
ど
緊
急
性
や
必

要
性
な
ど
十
分
な
検
討
を
行
い
、
常
に
「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
目
指
し
、
適
正
な

予
算
執
行
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立
で
村
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
農
林
水
産
業
の
振
興
と
特
産
品

開
発
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進
」
で
あ
り
ま

す
。
農
産
物
の
安
定
生
産
及
び
、
林
・
水
産
物

の
特
産
品
開
発
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
「
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
促
進
と

住
宅
整
備
や
空
き
家
改
修
に
よ
る
定
住
対
策
の

強
化
」
で
あ
り
ま
す
。
企
業
誘
致
の
推
進
を
計

画
的
に
進
め
る
ほ
か
、
村
独
自
の
空
き
家
改
修

や
住
宅
整
備
に
よ
る
定
住
促
進
の
更
な
る
充
実
・

強
化
に
努
め
ま
す
。

　

４
点
目
は
「
子
育
て
支
援
の
拡
大
」
で
あ
り

ま
す
。
本
独
自
の
支
援
策
を
継
続
す
る
ほ
か
、

０
歳
児
保
育
・
専
門
学
校
通
学
補
助
・
公
営
住

宅
家
賃
助
成
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
な
ど
の
拡

充
に
努
め
る
ほ
か
、
新
た
に
就
学
援
助
費
助
成

に
つ
い
て
も
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

５
点
目
に
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え

た
観
光
振
興
と
自
然
保
護
活
動
の
推
進
」
で
あ

り
ま
す
。
本
年
７
月
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
決

定
を
見
据
え
、
観
光
客
の
更
な
る
増
を
目
指
し

「
観
光
」
を
推
進
す
る
と
共
に
、
自
然
保
護
活
動

に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。 　

そ
の
他
、「
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生

活
環
境
の
整
備
促
進
」、「
安
全
・
安
心
な
大
和
村

づ
く
り
」
の
、合
計
７
つ
の
基
本
方
針
を
推
進
し
、

村
民
と
共
に
明
る
く
心
豊
か
な
「
ま
ほ
ろ
ば
大

和
」
の
創
造
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
村
民
が
主

役
・
小
さ
く
と
も
光
輝
く
村
づ
く
り
」
の
実
現

に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る
年
に
当
た
り
、

県
内
に
於
い
て
も
「
鹿
児
島
国
体
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り
、
本
村
と
い

た
し
ま
し
て
も
「
果
樹
の
村
」
と
し
て
の
振
興
と
、

自
然
を
い
か
し
た
「
体
験
型
観
光
」
を
推
進
し
、

大
和
村
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
「
豊
か

な
自
然
や
伝
統
文
化
」
を
継
承
し
、
後
世
に
残

し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
と
共
に
、

大
和
村
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
然
と
共
生
し
、

生
き
生
き
、
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
気
持
ち
で
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
等
に
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 　

新
春
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
方
の
限
り
な

い
ご
多
幸
と
、
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

体験型観光の推進と、

自然と共生した住みよい村作りを！

大
和
村
長　

伊
集
院 

幼

　優しく温かくゆっくり時間が流れる美しい大和村で生まれ育ったことを、私は誇りに思います。私たち

新成人は勉学に励む人、職業に従事する人とそれぞれ環境は違いますが、ここにいる全員が大人としての

自覚と責任を持ち、常に向上心を抱き、前進する覚悟です。今日に至るまで私たちは成人式を迎えること

を心待ちにしておりました。家族や先生方、地域の皆様のおかげです。心から感謝の気持ちを忘れず、次

は私たちが社会のため地域のために貢献できる人材になれるよう努めて参ります。結いの心を大切にし、

強く優しく生きていくことをお誓い申し上げ、成人代表の挨拶に代えさせていただきます。（本文より抜粋）

新成人代表　謝辞　

　

大
和
村
教
育
委
員
会
主
催
「
20
歳
の
記
念
日
・

成
人
式
」
が
、防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
33
名
（
男
16
名
、
女
17
名
）
の
う
ち

11
名
が
参
加
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
晨あ
さ
は
ら原
教
育
長
は
「
周
囲
へ
の
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
、
い
つ
か
ふ
る
さ
と
大
和
村
に
貢
献

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」、
伊
集
院
大
和

村
長
は
「
若
い
皆
さ
ん
が
戻
っ
て
来
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
村
作
り
に
尽
力
し
た
い
。

村
と
し
て
も
専
門
学
校
な
ど
へ
の
通
学
助
成
金

や
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
で
皆
さ
ん
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」、
勝
山
議
長
は
自
分
の
実
体
験
を

通
し
て
「
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
な
か
っ
た
こ

と
は
ず
っ
と
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
、
恐
れ
ず

に
挑
戦
し
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
校
区
ご
と
に
前
に
出
て
夢

や
目
標
を
発
表
。「
良
い
旦
那
さ
ん
を
見
つ
け
て

島
に
帰
っ
て
き
た
い
」「
救
急
救
命
士
に
な
っ
て

島
に
貢
献
し
た
い
」「
育
て
て
く
れ
た
大
和
村
の

の
こ
と
を
自
慢
し
て
い
き
た
い
」「
こ
れ
か
ら
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
」「
大
和
村

に
帰
っ
て
き
て
子
ど
も
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た

い
」
な
ど
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大和村の

成人式
1月 4日

永
な が た ゆ う か

田悠果／今里校区

大
お お や ま せ り か

山瀬李華／大和校区 福
ふくやまゆうせい

山勇成／ 大和校区登
のぼり

 海
か い と

人／ 大和校区美
み の

野秀
しゅうた

太／ 大和校区仁
に ぞ え た け と

添豪人／ 大和校区

賀
か が わ こ う た

川航太／大棚校区津
つ だ さ ち な

田祐奈／大棚校区勝
かつ

　純
じゅんいち

一／名音校区廣
ひろはたゆうた

畑優太／名音校区氏
うじいえのりか

家紀佳／今里校区
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初泳ぎ
1月２日

　

毎
年
恒
例
の
大
和
村
水
泳
連
盟

（
伊
集
院
幼
会
長
）
に
よ
る
初
泳
ぎ

が
国
直
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

気
温
18
度
で
風
が
あ
り
、
時
々

晴
れ
間
も
の
ぞ
く
天
候
。
参
加
者

は
準
備
運
動
な
ど
で
体
を
温
め
た

後
、
一
斉
に
海
に
駆
け
込
み
ま
し

た
。
真
冬
の
海
は
や
は
り
冷
た
く

「
寒
い
！
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
が
、
泳
ぎ
始
め
る
と
寒
さ
に

も
慣
れ
る
よ
う
で
、
沖
合
ま
で
泳

ぎ
、
三
本
締
め
で
一
年
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

浜
辺
に
戻
る
と
一
同
は
た
き
火

に
あ
た
り
、
保
護
者
た
ち
の
作
っ

た
ぜ
ん
ざ
い
で
体
を
温
め
ま
し
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
今
年
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

数え年７才を祝う
ナンカンジョセ

消防
出初式
1月 5日

　

大
和
村
消
防
団
（
森
田
昌
敬

団
長
）
の
令
和
2
年
大
和
村
消

防
出
初
式
が
、
大
和
中
学
校
校

庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
の
無
火
災
と
団
員

の
士
気
高
揚
を
祈
念
し
て
お
り
、

5
分
団
44
名
の
団
員
が
一
堂
に

会
し
、
小
型
ポ
ン
プ
や
ポ
ン
プ
車

の
操
作
方
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

全
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
で
は
、

機
敏
な
動
作
で
瞬
く
間
に
ホ
ー

ス
が
延
長
さ
れ
、
5
色
の
放
水

が
ア
ー
チ
を
描
く
と
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

大
和
村
に
お
い
て
地
域
防
災

力
の
中
核
を
担
う
消
防
団
の
役

割
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
今
後

の
装
備
強
化
や
教
育
訓
練
の
充

実
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　表彰
　鹿児島県知事表彰　精績章　戸内菊治さん（戸円）
　鹿児島県知事表彰　10 年勤続章　大野英則さん（湯湾釜）
　消防庁長官退職消防団員報償　重野浩也さん（今里）
　大島支部長表彰　功績章　森  亮さん（湯湾釜）

　

毎
年
1
月
7
日
は
ナ
ン
カ
ン
ゼ
ッ
ク
（
七
草
）
で
す
。
数
え
年
７

つ
の
子
ど
も
た
ち
は
親
類
の
家
々
を
訪
ね
ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
セ
（
七
草

雑
炊
）
を
も
ら
っ
て
ま
わ
り
ま
す
。
ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
セ
を
食
べ
る
こ

と
は
厄
払
い
の
意
味
が
あ
る
そ
う
で
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雑
炊
の
中
身
は
、
昔
は
餅
、
昆
布
、
里
芋
、
高
菜
の
茎
、
豚
肉
、

大
根
の
７
品
を
入
れ
た
味
噌
味
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
近
年
は
七
草

の
他
に
か
ま
ぼ
こ
や
エ
ビ
の
天
ぷ
ら
な
ど
華
や
か
な
具
も
入
る
こ
と

も
多
い
よ
う
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
お
盆
を
差
し
出
し
て
、
ナ
ン
カ

ン
ジ
ョ
セ
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
げ
る
親
族
ら
は
可
愛
ら
し

い
着
物
や
正
装
の
姿
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

「７才になりました。ナンカンジョーセ下さい。」

津名久　中山絹
き ぬ こ

子さん

湯湾釜　吉本凜
り お

音さん

思勝　福本大
たいせい

晟さん

湯湾釜　関口稀
き の あ

乃さん
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シマの 題話

湯湾釜のムチモレ踊り

フォレストポリスで天体観測

48 年間ありがとう！玉井石油 閉店へ

世界自然遺産推進シンポジウム開催まほろば保育園ミニ運動会＆クリスマス会

地女連のマカロニリース作り

シマの 題話

 　旧暦 10 月 16 日となる 11 月 12 日に、湯湾釜集落の伝

統行事であるムチモレ踊りが開催されました。

　かつての大火を教訓に、防火と無病息災を祈願してい

るお祭りで、午前中は水路の掃除や修繕を行い、夜 7 時

からはスカーフや風呂敷で顔を隠した集落民が、チヂン

や三味線、テンポのよい男女の掛け合い唄に合わせて踊

り、集落全戸を回りました。各家庭では、寄付金や手の

ひら大のカシャ餅、お酒、お菓子などを用意し一行に振

る舞います。一行は「餅もろた－」の声に応えてさらに

盛り上がり、夜遅くまで賑やかな音が響いていました。

 　大和村思勝の港湾近くにあるガソリンスタンド玉井石

油が、11 月 30 日に閉店することになり、大和村長から

感謝の花束が贈呈されました。

　玉井石油は玉井光茂さん、早苗さんがご夫妻で運営。

昭和 46 年に開業し、いままで大和村の重要なエネルギー

供給基地として営業してきました。閉店について玉井さ

んは「いろいろなことがありましたが、48 年商売を続けて

これたのは地域の方々のお陰です。長年おつきあいいた

だいた皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。」とお話し

てくれました。

 　11 月 23 日、世界自然遺産登録に向け、持続可能な観光を

テーマにした「奄美世界自然遺産推進シンポジウム」が、島

内の３会場目として大和村防災センターで開催されました。

　屋久島環境文化財団理事長の小野寺浩氏と、環境省自然

環境局長の鳥居敏男氏による外来種対策、観光客数をコン

トロールする過剰利用対策、地元にお金が入る仕組みなど

についての対談があり、さらに観光は地域づくりの手段、

観光でメインとなるものを磨いて発信すべきといったパネ

ルディスカッションがありました。今後の課題がよく見え

た有意義なシンポジウムとなりました。

　11 月 30 日、奄美少年自然の家主催のスターウォッチ

ング イン 大和村が奄美フォレストポリスで行われました。

参加者は村内外より約 60 人と大盛況で、当日は雲もなく

絶好の天体観測日和。はじめに天体望遠鏡を使い実際の

土星の輪や、月のクレーターを観察し、次に奄美少年自

然の家の吉田先生によるさそり座とオリオン座にまつわ

るギリシャ神話などの話しがありました。

　流れ星もよく見えるほど満点の星空に、子どもたちは

興奮気味。移動中の山道でクロウサギやイノシシに遭遇

した人もいたようで、良い思い出になったようです。

　11 月 30 日、大和村地域女性団体連絡協議会主催の第２

回研修会「マカロニリースでクリスマス」、が開催されました。

　台紙にマカロニやリボンを貼り付け、クリスマスリー

スを制作する中で、交流を深め今後の活動の活性化に向

けた意見交換やアンケートを行うことが目的です。

　当日の参加者は約 20 人で、子どもでも楽しめる作業だ

ったため親子で参加した方も多く「自分で作る機会はな

かなかないので嬉しい」や、マカロニを使うことについ

ては「意外な素材だった」と驚きの声も聞かれました。

　12 月 13 日、大金久集落にある大和村立まほろば保育園で、
ミニ運動会・クリスマス会が行われました。同園は、2017
年に開園した０歳から入園できる保育園（定員９人）です。
　当日は、朝の挨拶など普段子どもたちが行っているこ
とを保護者も一緒に体験し、ミニ運動会では月齢に合わ
せて枠をくぐったり平均台を歩いたりしました。子ども
たちが練習した「おべんとうバス」の歌や、親子でふれ
合う遊びなどプログラムは盛りだくさん。最後はサンタ
クロースが登場し、一人ずつプレゼントをもらいました。
親子共々、充実した時間を過ごしたようでした。

国直集落がローカルルールを制定

　国直集落が、住民と観光客の共存を目指すためにローカル

ルールを制定しました。国直では観光客増加に伴い、騒音や治
安悪化などを心配する地域住民の意見を受けたことで、NPO
法人 T

た ま す

AMASU が 2018 年度からアンケート調査やワークショ
ップなどを行い、「地域の人たちが自分たちの地域をどのよう
な村にしたいか」を明確にし、観光の振興と地域づくりに効
果ある現実的で普遍的なルール作りを目指しました。多くの
住民が参加し、過半数の賛同を得て７つのルールが策定された
そうです。村上恵子区長は「まずは住民がそっせんしてルール
を守り、観光客に周知を図って、住民や出身者が誇りに思える
集落づくりにつなげたい」とコメント。集落 3 カ所に看板を設
置し、手のひら大のパンフレットの配布も行っています。

東京奄美会が表敬訪問

　12 月 4 日、東京奄美会（大江修造会長）が郷土表敬訪問
として大和村役場に来庁し、2019 年の活動報告を行いまし
た。同会は相互の親睦を図り、ふるさと奄美に貢献するこ
とを目的とし、年間さまざまな活動を行っています。昨年
の主な活動として、新年賀詞交歓会で会員ら約 400 人が大
島紬姿などで集い各郷友会などが島唄や踊りを披露、代々
木公園で行われた徳之島物産フェアにて世界自然遺産登録
の実現を PR、渋谷・鹿児島おはら祭で会員約 50 名が大島
紬やハイビスカス柄の着物でパレードに参加など。
　今回一同は、12 市町村２支庁を訪問。大和村出身者では
岩淵輝美さんが訪問されました。
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みんなの身近な相談役

民生委員＆児童委員　ご紹介

江
え ざ き の ぶ こ

﨑信子／国直 永
な が の

野 豊
ゆたか

／湯湾釜 三
み た ふ み ま ろ

田文麿／津名久 村
むらやまよねかず

山米和／思勝

森
もり

 貞
さだよし

義／大和浜 川
か わ し た や え こ

下八重子／大棚 徳
とく

 セツミ／大金久 坂
さかもとりゅうま

元龍馬／戸円

重
し げ の ひ ろ の

野弘乃／名音 森
もり

 忠
た だ お

夫／今里 福
ふくもとしんぺい

本新平／思勝

　子育てや介護の悩みを抱えている方、障害のある方、高齢者などが孤立し、必要な
支援を受けられないケースがあります。そこで、地域住民の身近な相談相手となり、
支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めるのが、民生委員、
児童委員です。民生委員、児童委員は、厚生労働大臣に委嘱されたボランティアで、
非常勤の地方公務員です。一人で悩まず、まずは気軽に相談してみましょう。

困った時はご相談下さい！

※民生委員・児童委員には
守秘義務があり、相談した
方の秘密は守られます。

主
任
児
童
委
員

活動内容
・担当区域の高齢者や障害者のいる世帯、児童・妊産婦・母子
   家庭などの状況把握

・ニーズに応じた福祉・サービスなどの情報提供
・支援が必要な方の様々な相談に応じ、助言
・児童の登下校時の声かけ、パトロール活動　など

月 日 担当弁護士名 午前 午後
２ １３ 大倉　克大 ー 13：00 ～ 16：30

２０ 管野　浩平 9：30 ～ 11：30 ー
２７ 中馬　敏之 11：00 ～ 12：00 13：00 ～ 15：30

３ １２ 和田　知彦 ー 13：00 ～ 16：30
１９ 鈴木　穂人 9：30 ～ 11：30 ー
２６ 前田　昌宏 11：00 ～ 12：00 13：00 ～ 15：30

無料法律相談のご案内
（奄美法律センター）

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開催
しており大和村民も無料で相談すること
ができます。

※時間は３０分です。（事前に相談内容を
まとめておくと効率的です。同じ人が続
けてお申込みされることはご遠慮いただ
いています。）

【予約】奄美市役所市民協働推進課　電話０９９７- ５２ｰ１１１１
【お問い合わせ】大和村役場住民税務課　電話０９９７ｰ５７ｰ２１２７

　年末恒例のひらとみ朝市が、大和港思勝地区緑地広場で開催され

ました。今回は 28 日が土曜日だったためよりたくさんの人に来ても

らおうと、例年は朝７時からのところ、朝９時からと販売開始時間

を変更。狙った通り、福元大根の販売ブースには販売時間前から多

くの人が詰めかけ、200 本の大根が 7 分で完売しました。毎年訪れ

るという女性は「福元大根はみずみずしくておいしいから、まずは

サラダで食べます」「葉っぱ付きなので嬉しい」と話してくれました。

　出店も昨年より多い 10 店舗ほどで、お正月のしめ縄や門松の飾り、

近海で獲れた魚介類、地場産の野菜などのテントが立ち並び、お正

月準備の買い物に訪れた人たちで賑わいました。

　また、つきたてのお餅が入ったホカホカのぜんざいを生活研究グ

ループが提供。大和村役場からは、つきたての丸餅を無料配布。薪

で蒸したもち米を、職員が杵と臼を使って威勢良く搗いていました。

さらに柔らかく煮込まれたイノシシ肉がたっぷり入ったシシ汁も提

供し、買い物客は温かい食べ物で一息ついて、大和村の冬の風物詩

を楽しんでいました。

　担当の産業振興課からは「会場におこしくださった皆様が楽しん

でくれたら嬉しいです。地場産の農林水産物などの PR にもなったと

思います。来年は可能であれば大根の数をもっと増やしたいと思い

ます」とコメント。

　今年の開催は 27 日（日）９時からで検討しています。

大 根 2 0 0 本 が 7 分 で 完 売 ！ 　 年 末 の 風 物 詩  ひ ら と み 朝 市
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　大和村初の観光協議会「まるごと大和
村」では、飲食店が少ない大和村において、
食事の提供がない宿泊施設でも宿泊者が
郷土料理を食べられるようにレトルト食
品の開発を目指しています。
　しかしレトルトを作るための機械は、
通常の調理方法とは違うため、味の付け
方や材料の組み合わせにコツが必要です。
　そこで 12 月 14 日に、全国で食品加工
の指導をされている講師・大西周さんを
お招きして５種類のメニューの試作をし
ました。参加者は協議会メンバーの飲食
店や民宿経営者、農業や漁業を営む人な

ど約 10 名。大和村の食材を活かすべく真
剣に学びました。
　次に、1 月 18 日にレトルト食品の試食
会を国直公民館で行いました。好評だっ
たのが島イカのうま煮と、山羊肉のスパ
イスカレーとグリーンカレーで、もう少
し味を調整すれば商品化ができそうでし
た。今後、容器の大きさやパッケージデ
ザイン、販売許可の申請などを進めてい
きたいと思います。
　2 月の観光シーズンオフ中には、先進地
視察として国内の地域づくり・体験観光作
りを行っている場所を訪れるつもりです。

レトルト食品の第二回の試作をしました

　合同会社ひらとみを担当している産業振興課の福本です。さあ、たんかんのおいし

い季節がやってきました。２月１日（土）に玉野公和さんの果樹園にて奄美たんかん

ハサミ入れ式を行い、出荷が開始されました。今年度は台風被害もなく生産量は回復

傾向にあります。農家の皆さんが丹精込めて育てた大和たんかんを精一杯ＰＲする計

画を進めており、２月１５日（土）には神奈川県大和市のイベントにおいて、たんか

んや黒糖焼酎開
ひらとみ

饒の魅力を発信してきます。　

　さらに、この時期の大和村の旬のおいしい野菜と言えば「だいこん」、福元野菜と

いえば「南の島の高原野菜」。今年も、ひらとみ朝市やまほろば大和ウォーキング大

会で販売した大根はあっという間に完売しました。また１月の学校給食週間に大棚小

学校の児童へ大和村の野菜・果樹についてお話をする機会をいただきました。子ども

たちも熱心に聞いてくれて、少しは農業に興味を持ってくれたものと思っております。

農業の担い手不足の今、農業の大切さを子どもに伝え、畑に出向いて土に触れる環境

づくりを推進するなど、次世代へ繫ぐ取組の大切さを考えさせられた時間でした。　

大和村のおいしいものを内外に発信！ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん 　ヤモリは、よく見かける生きものベスト３に入ると思います。家

の中のいつもの場所、いつもの時間に現れるヤモリはいませんか？

私は世代交代をしながらも、毎日トイレの窓に現れるヤモリを見なが

ら用を足していますよ。

　奄美に引っ越してきたばかりのころは、ヤモリが天井から突然落

ちてきたり、物を動かしたとたんに飛び出してきたり、ヤモリが原

因で室外機が壊れることが多いと聞いたり驚くことが多かったです。

こういったヤモリあるあるで友達と盛り上がることもありますね。

　さて、実はヤモリの中でも、キョッキョッキョッと大きな声で鳴く

ホオグロヤモリは外来種で、それまでは名瀬周辺だけで見られました

が６年前ほどから大和村で増え始めました。在来種のミナミヤモリの

生息域を脅かしている可能性もあり、こういった生態系の変化が、知

らない間に私たちの身近でおこっているのです。

　ヤモリに限らず、外来種が本来の生態系を崩すと、絶滅してしまう

種が出てくるケースがあります。生活の中でもう少し自然について意

識を向けてみましょう。ちょっとした変化も、奄美の自然環境にとっ

て大きな脅威となっているかもしれません。

Vol. 28

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美

ヤモリから知る生態系の変化第 17回

「フレイル」って知っていますか？

ホオグロヤモリのしっぽ
尾にギザギザの突起があるのが特徴

ホオグロヤモリの瞳
目の模様は、種類によって違います

【文献】健康長寿ネット　https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/frailty/yobou.html

　フレイルとは、「加齢により心身が老い衰えた状態」のことです。フレイルは、

早く介入して対策を行えば元の健常な状態に戻る可能性があります。高齢者のフ

レイルは、生活の質を落とすだけでなく、さまざまな合併症も引き起こす危険が

あります。多くの方は、フレイルを経て要介護状態へ進むと考えられています。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大和診療所　住所：〒 894-3106 大和村大棚 420　電話：0997-57-2053 ／ E-mail ：yamato-cln@vill.yamato.lg.jp
専門的な講師の話をみんな真剣に聞いています

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

レポート：三田もも子

大和村集落まるごと体験協議会　電話０９９７－５７－２８２８（中村）

　フレイルに早く気付き、正しく介入（治療や予防）することが

大切です。フレイルの基準には、体重減少、疲れやすい、歩行速

度の低下、握力の低下身体活動量の低下などが挙げられます。フ

レイルに介入するためには、持病のコントロール、運動療法、栄

養療法、感染症の予防などが挙げられます。フレイルの筋力低下

には運動療法が有効ですが、持病のコントロールがされていない

と高齢の方は体を動かすという気持ちになれないこともありま

す。保健福祉課と社協が催している「でぃーまーじん  いきいき

教室」などに参加することも大切ですね。もっと詳しく聞きたい

方は、診療所へどうぞ。

調味料の量を変えたワンホネを食べ比べました アヒージョ（オイル煮）も作ってみました

元 JA が合同会社ひらとみの店舗です

大棚小全校児童 11 人にお話をしました

　さて、昨年８月より合同会社ひらとみでは肥料や農業資材の販売を開始しております。今後は農業のみな

らず皆さまのニーズの応じた商品の取り扱いを予定しており、近いうちに「販売に関するアンケート調査」

を実施いたしますので、皆さまのご協力をお願いいたします。
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◆
自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利  

申
告
・
納
税       

　
　
　

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

（
①
所
得
税
（
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）、
法

人
税
・
地
方
法
人
税
（
及
び
復
興
特
別
法
人

税
）、
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
、
酒
税
、
印
紙
税
の
申
告
、
②
全

て
の
国
税
の
納
税
、
③
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
及
び
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・

届
出
等
）
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
、
電
子

署
名
を
必
要
と
し
な
い
一
部
の
手
続
等
（
納

税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
、
利
用

者
情
報
の
登
録
・
確
認
・
変
更
等
）
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、給
与
所
得
者（
年

末
調
整
済
み
）
で
医
療
費
控
除
又
は
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
寄
付
金
控
除
を
適
用
し
て
申

告
さ
れ
る
方
は
、
平
成
31
年
1
月
f
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
画
面
を
利
用
し
て

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先  

大
島
税
務
署

　

電
話　

０
９
９
７
‐
５
２
‐
４
３
２
１

　

※
自
動
音
声
案
内

元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
券
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
正
し
い
申
告
と
納
税
の
お
願
い

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、
納
税
者
が
自
分
で

税
法
に
従
っ
て
正
し
い
所
得
と
税
額
を
計
算
し
、

税
務
署
に
申
告
し
て
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税

制
度
を
採
っ
て
お
り
、
多
く
の
納
税
者
の
方
々
は

適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
、

あ
る
い
は
故
意
に
過
少
な
申
告
を
す
る
納
税
者

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
的
確

な
税
務
調
査
を
行
い
、
申
告
に
誤
り
や
不
正
が

あ
る
場
合
に
は
、
正
し
い
申
告
に
改
め
て
も
ら

う
な
ど
、
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
調
査
と
は
別
に
、
特
に
大
口
・

悪
質
な
脱
税
を
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
者
に
対

し
、
単
に
免
れ
た
本
税
や
重
加
算
税
等
を
納
め

　

令
和
元
年
12
月
か
ら
、
新
た
に
ポ
イ
ン
ト
券

を
ご
利
用
で
き
る
お
店
が
増
え
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
合
同
会
社
ひ
ら
と
み

（
肥
料
・
農
薬
・
野
菜
の
種
・
軍
手
な
ど
の
販
売
）

　

場
所
：
役
場
向
か
い
の
建
物
（
元
農
協
）

　

電
話
：
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
６
０
０　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

　

電
話
０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
８

お
知
ら
せ

成
年
後
見
制
度
の
相
談
の
体
制
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り

財
産
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
方
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

大
和
村
で
は
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
大
和

村
・
宇
検
村
・
奄
美
市
の
合
同
で
中
核
機
関
（
あ

ま
み
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
奄
美
市
浜
里
町
））

を
設
置
し
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

相
談
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
健
福
祉
課　

担
当　

里
・
田
中

　

電
話  

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
２
１
８

常
設
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

　

法
務
局
で
は
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
、
差
別
や
虐
待
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
様
々

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
面
接
や
電
話
に
よ

る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◆
面
接
相
談
：
奄
美
市
名
瀬
入
舟
町
23
番
１

号　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

◆
受
付
時
間
：
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
８

時
30
分
～
17
時
15
分

◆
電
話
相
談
：
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

電
話
０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
３
７
６

　

奄
美
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

　

電
話  

０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
３
７
６

大
和
村
の
特
設
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

　

大
和
村
に
は
、
２
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
、
人
権
や
悩
み
事
に
関
す
る
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
と
12
月
に
は

大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
、
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
、
そ
ち
ら
で
も
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
悩
み
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
和
村
役
場
住

民
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
：
毎
年
６
月
と
12
月
に

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
に
て
開
催

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
税
務
課
住
民
係

　

電
話 

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
２
７

　

本
村
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て

高
等
学
校
及
び
大
学
等
へ
の
進
学
困
難
な
生

徒
に
対
し
て
学
資
を
貸
与
し
て
有
用
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
及

び
入
学
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

　

本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
者
の
子
ど
も
等
で
、
品
行
方
正
、
学
力
優

秀
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

【
奨
学
資
金
貸
付
金
額
】

高
等
学
校
奨
学
生　
　

   

月
額
1
万
円

高
等
専
門
学
校
奨
学
生   

月
額
1
万
5
千
円

短
期
大
学
及
び
専
門
学
校
奨
学
生  

月
額
2
万
円

大
学
奨
学
生　

	
	

月
額
3
万
円

【
入
学
準
備
金
】

短
期
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む
）
50
万
円
ま
で

大
学　

50
万
円
ま
で

※
た
だ
し
、
入
学
前
に
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
金
額
の
範
囲
内
と
す
る
。

【
入
学
前
の
資
金
交
付
】

　

入
学
前
に
入
学
金
又
は
授
業
料
等
の
納
入

が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
入
学
月
前
２
か
月

以
内
に
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
類
に
つ

い
て
は
、
規
則
に
定
め
る
書
類
に
加
え
合
格
通

知
書
等
合
格
を
証
す
る
書
類
を
提
出
。
入
学
後

に
在
学
証
明
を
改
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

【
貸
付
の
期
間
】

　

貸
付
を
決
定
し
た
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た

者
が
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
の

終
了
す
る
月
ま
で
の
期
間

【
資
金
の
返
還
】

　

卒
業
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
後
か
ら
、

下
記
の
期
間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で

返
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
奨
学
金

　

高
等
学
校　
　
　
　

６
年

　

高
等
専
門
学
校　
　

８
年

　

短
期
大
学　
　
　
　

６
年

　

大
学　
　
　
　
　
　

８
年

○
入
学
準
備
金

　

入
学
準
備
金　
　
　

５
年

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
村
教
育
委
員
会

　

電
話 

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
５
４

奨
学
資
金
・
入
学
準
備
金
貸
付
制
度

島
内
専
門
学
校
通
学
補
助
の
お
知
ら
せ

　

村
内
に
定
住
し
、
島
内
の
専
門
学
校
に
通

学
す
る
学
生
の
養
育
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
通
学
に
か
か
る
交
通
費

を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
条
件
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
村
内
に
定
住
し
、
対
象
学
校
へ
通

学
す
る
者
を
養
育
す
る
者
、
ま
た
は
、
独
自

で
生
計
を
維
持
し
対
象
学
校
へ
通
学
す
る
者

【
対
象
学
校
】
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
、

奄
美
情
報
処
理
専
門
学
校

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
村
教
育
委
員
会

　

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
５
４

　詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ https://www.e-tax.nta.go.jp

飼
い
猫
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

2
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
」
で
す
。

県
内
で
は
、
昨
年
度
1
２
４
１
匹
の
猫
が
保

健
所
に
引
取
ら
れ
て
い
ま
す
。「
飼
え
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
理
由
で
引
取
り
を
依
頼
す
る

前
に
、
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
ま

し
ょ
う
！

◆
室
内
飼
い

交
通
事
故
、
猫
同
士
の
け
ん
か
、
感
染
症
な

ど
か
ら
猫
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
排
泄
物
の
処

理
や
鳴
き
声
に
よ
る
騒
音
防
止
、
ゴ
ミ
を
荒

ら
し
た
あ
と
の
後
始
末
な
ど
、
周
囲
の
人
へ

配
慮
す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
の
放
し
飼
い
に
よ
る
野
生

生
物
へ
の
被
害
防
止
に
な
り
ま
す
。

◆
繁
殖
制
限

猫
は
繁
殖
力
が
旺
盛
な
動
物
で
す
。
１
匹
の

メ
ス
猫
か
ら
子
猫
が
生
ま
れ
、
１
年
後
に
は

合
計
20
匹
以
上
に
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

責
任
を
持
っ
て
世
話
が
で
き
る
頭
数
な
の
か

を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
妊
・
去
勢

手
術
は
、
病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

◆
所
有
者
明
示

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
室
内

飼
い
で
あ
っ
て
も
、
開
い
た
ド
ア
か
ら
の
脱

走
や
突
然
の
災
害
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
も

首
輪
に
鑑
札
や
飼
い
主
の
連
絡
先
、
猫
に
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
れ
ば
飼
い
主

の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
必
ず
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
飼
い
猫
の
登
録
を
！

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

名
瀬
保
健
所

　

電
話  

０
９
９
７
‐
５
２
‐
５
４
１
１

浄
化
槽
の
法
定
検
査
が
変
わ
り
ま
す

　

法
定
検
査
（
定
期
検
査
）
と
は
、
浄
化
槽

が
適
正
に
設
置
さ
れ
、
併
せ
て
保
守
点
検
及

び
清
掃
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を
判
断

し
、
放
流
水
質
の
技
術
上
の
基
準
が
守
ら
れ

て
い
る
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。
県
の
浄

化
槽
法
第
11
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
一
回

県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
行
う
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
変
わ
る
の
は
十
人
槽
以
下

の
浄
化
槽
の
検
査
と
手
数
料
に
つ
い
て
で
す
。

◆
検
査
の
効
率
化

・
問
題
が
な
い
浄
化
槽
は
、
現
行
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
検
査
を
効
率
化
し
、
検
査
手
数
料
を
引

き
下
げ
ま
す
。

・
さ
ら
に
効
率
化
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査
の

み
を
行
う
「
採
水
員
検
査
」
を
導
入
し
ま
す
。

◆
手
数
料
の
引
き
下
げ

　

改
正
後
は
、
５
～
10
人
槽
で
合
併
処
理
浄

化
槽
の
基
本
検
査
は
５
千
円
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
は
4
千
円
、
検

査
頻
度
は
４
年
に
１
回
と
な
り
ま
す
。

　

採
水
員
検
査
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
基

本
検
査
と
単
独
処
理
浄
化
槽
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
検
査
は
３
千
円
、
検
査
頻
度
は
４
年
に
３

回
と
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
使
用
し
て
い
る

方
の
義
務
で
す
。
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
土
木
部
都
市
計
画
課
生
活
排
水
対

策
室　

電
話  

０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
６
８
５

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

電
話   

０
９
９
‐
２
９
６
‐
９
０
０
０

大
和
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

　
　

◆
2
月
28
日
が
購
入
期
限

　
　

◆
2
月
29
日
が
利
用
期
限
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

期
限
に
ご
注
意
下
さ
い
。

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
検
察
官
へ
の
告
発
を
通

じ
て
、
懲
役
や
罰
金
と
い
っ
た
刑
罰
を
科
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
査
察
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

税
金
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
は
、
正
し
い
申
告

と
納
税
を
行
っ
て
い
る
善
良
な
納
税
者
を
裏
切

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
脱
税
は
犯
罪
で
あ
り
、

社
会
公
共
の
敵
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
令
和
元
年
10
月
３

日
に
改
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
及
び
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
最
低
賃
金
額 

７
９
０
円
（
10
月
３
日
効
力
発

生
）

○
特
定
最
低
賃
金
（
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
）
８
１
２
円
（
12
月
19
日
効
力
発
生
）

○
特
定
最
低
賃
金
（
自
動
車
小
売
業
）
８
４
４
円

（
12
月
29
日
効
力
発
生
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

電
話 

０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て
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伊集院村長による連載のコーナーです。

写真と共に村長の活動を
報告いたします。

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの父 利通さん　

母 聖子さん

保護者からのコメント

「お兄ちゃんたちに負けない

　くらいたくましく育ってね」

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

重
信 

純じ
ゅ
ん
と士 

さ
ん

（
保
護
者　

亮
平
・
ま
こ
／
大
和
浜
）

中
山 

快よ
し
つ
ぐ次 

さ
ん

（
保
護
者  

一
三
・
友
美
／
津
名
久
）

安
住 

星て
ぃ
な虹 

さ
ん

（
保
護
者  

豊
和
・
環
／
大
棚
）

市
田 

朔さ
く
ま真 

さ
ん

（
保
護
者  

晋
太
朗
・
仲
子
／
思
勝
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

太  

純
一
さ
ん
（
大
棚
）

後
藤  

晴
奈
さ
ん
（
奄
美
市
住
用
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

久
野　

は
す
ゑ 

様
（
88
歳
・
大
棚
）

生　

カ
ツ
ヨ 

様
（
81
歳
・
今
里
）

　

島　

幸
子 

様
（
92
歳
・
特
老
）

納　

教
芳 

様
（
67
歳
・
名
音
）

 

広
報
誌
送
付
謝
礼

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

河
野　

達
人  

様
（
日
置
市
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

有
田
佐
津
江 

様
（
故  

有
田
藏
滿
様
）

森
川
秀
明 

様
（
故  

森
川
ハ
ル
エ
様
）

久
野　

博 

様
（
故  

久
野
は
す
ゑ 

様
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

圓
山　

節
子　

様
（
東
京
都
）

村
山　

美
都　

様
（
東
京
都
）

押
川　

輝
和　

様
（
東
京
都
）

玉
城　

政
和　

様
（
三
重
県
）

萩
原　

克
己　

様
（
埼
玉
県
）

瀬
戸
川　

恵
子　

様
（
東
京
都
）

垣
下　

裕
介　

様
（
埼
玉
県
）

溝
上　

宏
司　

様
（
大
阪
府
）

牧
野　

克
俊　

様
（
三
重
県
）

川
西　

裕
子　

様
（
広
島
県
）

三
輪　

浩
一　

様
（
長
野
県
）

福
田　

郁
雄　

様
（
千
葉
県
）

松
尾　

洋　

様
（
熊
本
県
）

藤
本　

勝　

様
（
神
奈
川
県
）

小
林　

奈
穂
子　

様
（
東
京
都
）

伊
集
院　

茜　

様
（
鹿
児
島
県
）

二
村　

浩
史　

様
（
埼
玉
県
）

鈴
木　

絵
理　

様
（
千
葉
県
）

田
中　

雄
一
朗　

様
（
神
奈
川
県
）

大
野　

剛
史　

様
（
奈
良
県
）

吉
原　

安
久　

様
（
沖
縄
県
）

江
浪　

ま
つ
み　

様
（
兵
庫
県
）

垣
本　

哲
宏　

様
（
和
歌
山
県
）

杉
﨑　

勝
廣　

様
（
神
奈
川
県
）

高
野　

知
洋　

様
（
東
京
都
）

こせきの窓

人口 1470 人 （△ 21）
男 718 人 （△ 12）
女 752 人 （△ 9）
世帯 872 世帯 （ ±０ ）

　12 月 31 日現在
（前年同月比）

表 紙 写 真 の 紹 介
　年が明けて、小中学校は新しい学期に入りま
した。北風が吹き肌寒い奄美の冬ですが、子ど
もたちは昨年鹿児島市の才納壽二さんから寄贈
されたスクールバスに乗って、毎日元気いっぱ
い登校しています。2020 年、オリンピックや世
界自然遺産登録に向けて、子どもたちのように
未来が開いていくイメージで撮影しました。

（三田）

野生動物の交通事故防止のため、
アマミノクロウサギ輪禍件数を掲載しています。

大和村長のフォトダイアリー

　近年、大和村における出産が増えております。
　４，５年前の出生率を示す「合計特殊出生率」の数値が、

「１．７～１．８」の値でしたが、ここ２，３年は「２．０以
上」となっています。これは、大和村で安心して子育て
が出来る環境整備を進めてきた結果だと思います。
　今の時代、夫婦共働きが増えている現状から「出産祝
い金・医療費無料化・保育料、０才保育無償化」などの
環境を整えていくことが大事であると思っております。
子どもの声が各集落で聞こえてくることは、地域住民の
皆さんの活力でもあります。これからも子育て世帯の皆
さんの声を聞きながら、住みやすい村づくりに努めてい
きたいと思います。
　尚、写真の赤ちゃんは 9 月中旬から 11 月に生まれた
３名です。2019 年の出生者は 11 名でした。

ロードキル
ストップ

今年22件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2020 年 1 月 9 日現在

不明・その他　39件

神奈川県大和市の FM YAMATO で「大和村の教えてシ
マッチュ！」を放送中
毎月最終土曜日 11：20 ～ 11：30（再放送は翌水曜日
の 7：15 ～）奄美では JCBA インターネットサイマル
ラジオで聞くことができます。

ラジオ情報
あまみ FM ディ！ で「広報やまとラジ
オ便リッスントゥーミーひらとみ」 を
放送中 です。77.7MHz   
毎週月～土曜日 9：00 ～／ 14：30 ～

宮田 成
なる

父 龍さん　
母 夏妃さん

保護者からのコメント

「笑顔を絶やさず、 すくすく育ってね！」

さん

事故をおこさないために
・夜間は特にゆっくり運転すること
・県道や国道でも動物が出てくることがあること
・死体を見つけたらセンターに連絡をすること
　野生生物保護センター　０９９７－５5 －８６２０

SDGs は、英語で「持続可能な開発目標」の略称です。
近年、世界的に深刻化する環境問題や経済・社会問題
に対して、国や国際機関では対処しきれなくなってい
ます。そこで国連サミットでは、地球上の誰一人とし
て取り残さないことを誓い、先進国と途上国すべての
国を対象にバランスがとれた社会を目指す世界共通の目
標を掲げました。

SDGs
エス・ディー・ジーズ

って知ってる？

子どもや孫、さらにその先の島人へ
美しい自然をのこすために！ 4. 質の高い教育をみんなに

2030年までに達成すべき17の目標です。

今回はこれをピックアップ！！

　学校を卒業したから、自分には関係ないと思っていませんか。
この開発目標は、開発途上国や障害者のためだけの目標ではあ
りません。「すべての人に包摂的（誰も取り残さない）かつ公
正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する。」と
いう意味で、すべての人に当てはまるものです。
　たとえば、この「目標４ 質の高い教育をみんなに」のアジェ
ンダ（議題）の中には、さらに10つのターゲット（標的）が
提示されており、そのひとつに「2030年までに、持続可能な
開発のための教育および持続可能なライフスタイル、人権、男
女の平等、平和および非暴力的文化の推進、グローバル・シチ
ズンシップ（地球市民意識）、文化多様性と文化の持続可能な
開発への貢献の理解の教育を通して、すべての学習者が、持続
可能な開発を促進するために必要な知識および技能を習得でき
るようにする」という項目があります。ようするに、世界がよ
くなるための方法をみんなで学ぼう！ということです。

　～調べてみよう～

・SDGｓや持続可能な開発などでインターネット検索してみる
・SDGｓが特集されているテレビ番組や雑誌を見る
・Youtube（ユーチューブ）でSDGｓの説明を見る
　（キティちゃんやお笑い芸人のピコ太郎さんの動画もあります）

情報はたくさんあります。まずは気になるアジェンダから調べ
てみてはいかがでしょうか。

南 昇
あ さ ひ

冴 さん

（大和浜）

（思勝）

2 月 28 日（金）献血のご協力のお願い
場所：大和村役場　　時間：９時～ 11 時半
　400ml の献血が必要です。献血の際は前夜 5 時間以上の
　睡眠と食事をお取りになって下さい。
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

第 8回 大和まほろば福祉まつり

13:30 ～ 16:00
大和村防災センター

～あなたの元気の秘訣は何ですか？～

13:15 ～	 受付　　
　　　　　 （開始までの時間に「いろんな村民スライドショー」鑑賞）
13:30 ～	 開会
13:35 ～	 インタビュー映像『元気の秘訣』
13:50 ～	 講演『元気で長生きの秘訣』大和診療所医師　小川　信　氏
14:45 ～	 トークセッション　　　　　　　
			   コーディネーター	 八田　冷子　氏　　　　　　　　
			   大和診療所医師　	 小川　信　氏　　　　　　　　
			   元気高齢者代表		 赤井　貞文　氏（思　勝）　
							       福山　モトメ氏（名　音）　　　　　
							       中島　直良　氏（志戸勘）

３／１
令和2年

入場無料
申込み不要

●まほろば館の地場産野菜販売など　
●各種団体によるお菓子の試食など
●やまとすももの会の小物販売など
●シェルウームの販売など

お問合せ先　大和村地域包括支援センター　☎０９９７－５７－２２１８

主催／大和村・大和村地域包括支援センター　　
共催／大和村社会福祉協議会
後援／国直莢の会・湯湾釡ハッピースマイル・元気つなぐ
会・思勝おがみの会・大和浜ゆりじま会・大棚結の会・大
棚花会・大金久あいのこ会・戸円てぶらの会・名音ティダ
の会・今里和の会・やまとすももの会・大和まほろば館・
株式会社シェルウーム

トークセッション終了後

お茶・販売コーナー


